
越谷・松伏水道企業団
（仮称）水道事業マスタープラン2026（案）の概要

１，策定趣旨

水道事業経営の基本的な方針を示す「水道事業マスタープラン」の計画期間が令和７年
度をもって終了することから、令和８年度から１０年間を計画期間とする「（仮称）水道
事業マスタープラン2026」と中長期的な経営の基本計画である「経営戦略」を策定します。

２，水道事業の現状

給水人口が令和２年度をピークに減少に転じ、令和６年度末で369,676人となっていま
す。また、総配水量についても、給水人口の減少に相まって、節水型機器の普及やライ
フスタイルの変化等により今後も減少が続くことが見込まれるなど、水道事業を取り巻
く環境が厳しさを増す中でも、地震等の自然災害に耐え得るよう、水道施設の耐震化・
老朽化対策を進めることが求められています。
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３，計画の位置付けと期間
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４，基本理念及び基本方針等

世代（とき）を越え 命の水を送り続ける こしまつ水道

基本理念

強靱で安定した

水道事業の構築を

目指して

1-1 施設等の耐震化

（１）浄・配水場施設の耐震化
（２）配水管の耐震化

1-2 施設等の老朽化対策

（１）浄・配水場施設及び設備の更新
（２）配水管の更新

1-3 危機管理対策

（１）危機管理体制の充実

安全な水の

給水を

目指して

2-4 良質な水道水の維持

（１）貯水槽水道の適切な維持管理の促進
（２）給水装置工事事業者の施工技術向上

2-3 施設等の維持管理

（１）浄・配水場施設及び設備の維持管理
（２）配水管の維持管理

2-2 水源の確保

（１）地下水（自己水）及び県水の確保

2-1 水質検査

（１）水安全計画の適切な運用
（２）水質管理の徹底

持続可能な

水道事業経営を

目指して

3-1 経営基盤の強化

（１）経営の効率化
（２）人材育成と技術の継承
（３）広域化に向けた連携
（４）適正な水道料金の検討

3-4 環境への配慮

（１）エネルギー消費量の削減

3-3 お客様サービスの向上

（１）広報広聴活動の充実
（２）利便性の向上

3-2 施設等の規模適正化

（１）浄・配水場施設等及び配水管の規模適正化

＜基本方針＞ ＜実現方策＞
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５，投資額の見通し

投資に関する目標
①急所施設である浄・配水場施設の耐震化。
②基幹管路及び重要給水施設へつながる配水管の優先的な耐震化。
③将来の水需要と更新基準年数を踏まえた浄・配水場施設等及び配水管の老朽化対策。
④将来の水需要の減少等に伴い施設規模の適正化を図るため南部浄水場を廃止。
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６，収益的収支の見通し

【収益】人口減少及び水需要の減少に伴う給水収益の減少
【費用】令和８年４月からの県水の料金改定（改定率21.0％）による受水費の増加

物価上昇等による動力費（浄・配水場施設の電気代）等の費用の増加 3



試算の結果、令和１０年度に純損失（赤字）が発生、資金残高についても令和１３
年度に枯渇し、料金改定が必要となる見込みです。
なお、この財政計画上の収支見込みは、今後の水需要や物価上昇等の予測に基づき試
算した結果であり、料金改定の時期や改定率を決定するものではありません。
引き続き、将来にわたり健全な水道事業を運営するため、投資の合理化及び経費の節
減等に努めるとともに、水道事業の主たる財源である水道料金についても、お客様への
影響を勘案しながら、適正な料金水準等となるよう検討します。

７，投資・財政計画（収支計画）
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